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アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
司
法
手
続
に
よ
る
差
止
命
令
と
事
前
抑
制　

─
─
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
新
し
い
名
誉
毀
損
」
の
状
況
に
鑑
み
て
─
─

付　
　
　
　
　

彦　
　

淇

一　

は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
従
来
、
差
止
命
令
を
名
誉
毀
損
事
件
で
用
い
な
い
裁
判
ル
ー
ル
が
あ
り
、
現
在
で
も
有
力
な
考
え
方
で
あ
る
。
し

か
し
、
近
年
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
差
止
め
の
現
代
的
な
ル
ー
ル
」
に
よ
っ
て
名
誉
毀
損
事
件
で
差
止
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る

判
例
が
連
邦
下
級
裁
判
所
や
州
裁
判
所
で
台
頭
し
つ
つ
あ
り
、
差
止
命
令
の
名
誉
毀
損
事
件
へ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
判
例
上
、
ま

た
理
論
上
、
検
討
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
一
方
、
合
衆
国
最
高
裁
（
以
下
「
最
高
裁
」
と
い
う
。）
は
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
を
は
じ
め
と
し
て
、
名
誉
毀
損
事
件
に
お
い
て
表
現
の
自
由
を
強
く
保
障
す
る
た
め
に
、「
現
実
的
悪
意
」
の
判
断
基
準
を
広
範

に
適
用
し
て
い
る
。
こ
の
公
人
に
対
す
る
名
誉
毀
損
事
件
で
の
「
現
実
的
悪
意
」
の
判
断
基
準
は
、
判
例
に
よ
っ
て
変
動
す
る
傾
向
が

あ
る
が
、
こ
の
判
断
基
準
に
対
す
る
批
判
的
な
学
説
も
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
方
法
で
あ
る
損
害

賠
償
は
必
ず
し
も
有
効
な
救
済
と
な
ら
な
い
と
し
て
、
差
止
め
の
適
用
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
い
う
表
現
の
「
場
」
に
応
じ
て
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
差
止
命
令
に
関
す
る
議
論
は
、
従
来
の
表
現
の
自
由
の
事
前
抑
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論　　　説

制
の
理
論
と
の
関
係
を
問
う
必
要
が
あ
り
、
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
被
害
者
の
救
済
を
十
分
に
実
現
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
差
止
命
令

に
関
す
る
憲
法
論
的
構
造
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
差
止
命
令
に
関
す
る
議
論
の
検
討
対
象
で
あ
ろ
う
。
名
誉
毀
損
事
件
の
被
害
者
救
済
の
視
角
か
ら
見
れ
ば
、

差
止
命
令
の
実
効
性
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
差
止
命
令
の
性
質
構
造
を
詳
し
く
検
討
し
たFiss

教
授
に
よ
る
と
、
司
法
手
続
に
よ

っ
て
差
止
命
令
を
発
出
す
る
に
は
、
対
審
手
続
の
必
要
が
あ
り
、
正
当
な
手
続
と
い
う
要
請
が
事
前
抑
制
の
理
論
に
付
加
さ
れ
る
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
名
誉
毀
損
の
救
済
体
系
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
差
止
命
令
に
対
し
て
は
陪
審
、
立
法
お
よ
び
各
州
裁
判
所
が
そ
の

役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
は
、
司
法
手
続
に
よ
っ
て
差
止
命
令
を
下
し
た
際
の
、
差
止
命
令
の
持
つ
効
果
と
そ
れ

以
後
の
効
果
を
含
め
て
、
差
止
命
令
に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
た
い
。

　

以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
名
誉
毀
損
に
関
す
る
最
高
裁
判
例

の
判
断
基
準
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
が
名
誉
毀
損
に
対
す
る
原
則
的
な
救
済
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、「
現
実
的

悪
意
」
の
判
断
基
準
の
内
在
的
欠
陥
を
示
す
。
第
二
に
、
差
止
命
令
に
関
わ
る
事
前
抑
制
理
論
を
展
開
す
る
。
即
ち
、
①
差
止
命
令
が

表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
最
高
裁
判
例
を
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
同
じ
く
表
現
の
自
由
と
の

価
値
を
調
整
す
る
名
誉
毀
損
事
件
に
も
示
唆
を
与
え
る
。
②
表
現
の
自
由
を
抑
制
す
る
理
論
に
お
い
て
、
事
前
抑
制
と
事
後
的
処
罰
と

い
う
二
分
法
が
あ
る
。
こ
の
二
分
法
に
基
づ
い
て
、
差
止
命
令
の
実
効
性
を
支
持
す
る
理
由
（
特
に
損
害
賠
償
と
コ
ス
ト
を
比
較
し

て
）
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
③
差
止
命
令
に
関
す
る
理
論
は
、
事
前
抑
制
の
理
論
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
理
解
で
き
る
が
、

事
前
抑
制
の
理
論
に
関
す
る
混
乱
状
況
が
あ
る
た
め
に
、
司
法
手
続
に
よ
る
差
止
命
令
に
関
す
る
重
要
な
論
点
（
手
続
的
差
止
命
令
と

実
体
的
差
止
命
令
、
差
止
命
令
の
原
型
、
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
（Collateral Bar Rule

））
を
整
理
し
て
提
示
す
る
。
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アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　

二　
「
現
実
的
悪
意
」
判
断
基
準
の
批
判

　

N
ew

 Y
ork T

im
es

事
件
に
お
け
る
最
高
裁
は
、
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
「
現
実
的
悪
意
」
の
判
断
基
準
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上

の
「
現
実
的
損
害
」
の
判
断
基
準
の
い
ず
れ
を
適
用
す
る
か
を
検
討
し
、
結
果
と
し
て
救
済
で
あ
る
損
害
賠
償
を
問
題
と
し
た
。
要
す

る
に
、
名
誉
毀
損
訴
訟
で
は
、
損
害
賠
償
が
一
般
的
な
救
済
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
、
判
例
の
判
断
基
準
の
変
動
、
あ
る
い
は
原
告
の

性
格
に
対
す
る
再
評
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
方
法
、
即
ち
損
害
賠
償
は
不
変
の
地
位
を
有
す
る
と
言
え
る
。

　

も
っ
と
も
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
で
法
廷
意
見
に
加
わ
っ
たW

hite

裁
判
官
は
、D

un &
 Bradstreet

判
決
に
お
い
て
、

N
ew

 Y
ork T

im
es

事
件
の
判
断
基
準
に
お
け
る
二
つ
の
弊
害
を
挙
げ
た
。
即
ち
、
①
虚
偽
の
情
報
の
流
出
に
よ
っ
て
公
人
に
汚
名

を
着
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
に
は
そ
の
汚
名
は
晴
ら
せ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
②
事
実
調
査
の
た
め
の
合
理
的
な
努

力
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
敗
訴
し
た
原
告
の
評
判
と
職
業
生
活
が
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。W

hite

裁
判
官
の
こ
の
批
判

的
な
見
解
は
、
原
告
の
性
格
と
立
証
責
任
を
直
結
さ
せ
る
よ
う
な
判
断
方
法
に
反
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
１
）T

hom
as

裁
判
官
の
個
別
意
見

　

よ
り
近
年
で
は
、
こ
のW

hite

裁
判
官
の
問
題
意
識
は
、
保
守
派
のT

hom
as

裁
判
官
に
よ
っ
て
、
修
正
第
一
条
・
第
一
四
条
の

原
意
主
義
的
理
解
の
下
で
展
開
さ
れ
た
。T

hom
as

裁
判
官
に
よ
れ
ば
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
に
お
け
る
意
見
広
告
は
個
人
を
名

指
し
し
な
い
、
政
府
の
活
動
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
活
動
に
責
任
を
持
つ
公
務
員
に
対
す
る
名
誉
毀
損
と
み
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
件
を
解
決
す
る
に
は
こ
の
判
示
で
十
分
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
判
決
は
こ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
名
誉
毀
損
法
と
修
正
第
一
条
と
の
調
和
を
図
ろ
う
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
資
料
を
検
討
し
て
「
現
実
的
悪
意
」
の
判
断
基

（
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）

（
12
）

（
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）
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14
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準
を
確
立
し
た
が
、
こ
の
基
準
を
修
正
第
一
条
・
第
一
四
条
の
元
々
の
理
解
（original understanding

）
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
は

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
最
高
裁
自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
で
定
立
さ
れ
た
基
準
は
「
主
に
裁
判
官
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
法
的
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
そ
の
「
内
容
」
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
的
判
決
の
発
展
的
過
程
を
通
じ
て
意
味
を
与
え
ら
れ
る
と

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。T

hom
as

裁
判
官
に
よ
れ
ば
、W

hite

裁
判
官
だ
け
が
歴
史
的
記
録
と
向
き
合
い
、「
一
般
市
民
の
名
誉
の
利

益
を
軽
視
し
、
自
分
を
守
る
た
め
に
無
力
に
す
る
と
い
う
の
は
も
と
よ
り
、
か
く
も
全
般
的
に
州
の
名
誉
毀
損
法
を
解
体
す
る
に
は
全

く
不
十
分
な
根
拠
し
か
な
い
」
とW

hite

裁
判
官
は
結
論
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、T

hom
as

裁
判
官
は
、
修
正
第
一
条
・
第
一
四
条
が
成
立
し
た
当
時
の
名
誉
毀
損
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
状
況
を
検

討
し
た
。
当
時
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
は
損
害
賠
償
請
求
の
条
件
と
し
て
公
的
人
物
に
対
し
て
、
よ
り
高
度
の
責
任
基
準
を
満
た
す
こ
と

を
求
め
て
い
な
か
っ
た
。
名
誉
に
対
す
る
一
般
的
な
損
害
は
推
定
さ
れ
、
特
定
的
損
害
も
賠
償
さ
れ
、
ま
た
懲
罰
的
賠
償
も
現
実
の
悪

意
が
証
明
さ
れ
れ
ば
課
す
こ
と
が
で
き
た
。
真
実
性
は
民
事
上
の
名
誉
毀
損
責
任
に
つ
い
て
は
抗
弁
と
な
っ
た
が
、
公
表
内
容
が
虚
偽

で
あ
れ
ば
、
名
誉
に
関
す
る
損
害
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
被
告
が
証
明
し
て
も
少
な
く
と
も
名
目
的
賠
償
は
請
求
可
能
だ
と
い
う

の
が
支
配
的
な
ル
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
植
民
地
時
代
に
は
名
誉
毀
損
は
犯
罪
で
あ
り
、
建
国
当
時
に
は
刑
事
訴
追
を
認
め
る
法
律

は
広
く
見
ら
れ
て
お
り
、
修
正
第
一
四
条
成
立
時
で
も
、
多
く
の
州
で
真
実
性
な
い
し
善
良
な
動
機
は
抗
弁
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は
い

た
が
、
刑
事
名
誉
毀
損
法
は
残
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
、T

hom
as

裁
判
官
は
、
修
正
第
一
条
ま
た
は
第
一
四
条
が
当
初
理
解
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
に
お
い
て
公
的
人
物
に
関
す
る
「
現
実
的
悪
意
」
基
準
な
ど
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
疑
う
べ
き
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
し
、

こ
れ
ら
の
憲
法
規
定
は
名
誉
毀
損
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
廃
棄
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
公
職
者
や
公
的
人
物
は
、「
現

実
的
悪
意
」
の
証
明
責
任
を
果
た
さ
ず
に
、
免
責
さ
れ
な
い
言
論
に
対
し
て
民
事
名
誉
毀
損
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
刑

事
名
誉
毀
損
法
も
残
り
、
一
九
五
二
年
の
時
点
で
も
「
ア
メ
リ
カ
の
す
べ
て
の
法
域
に
お
い
て
個
人
に
向
け
ら
れ
た
名
誉
毀
損
を
処
罰

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　

し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
証
拠
が
あ
り
な
が
ら
、N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
は
、
一
七
九
八
年
扇
動
罪
法
に
対

す
る
反
対
論
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
特
に
同
判
決
は
、
一
七
九
八
年
バ
ー
ジ
ニ
ア
決
議
（V

irginia Resolutions

）
に
お
け
る

Jam
es M

adison

の
見
解
─
─
「
す
べ
て
の
州
の
出
版
（press

）
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
厳
格
な
制
限
に
限
定
さ
れ
ず
、
公

人
の
能
力
と
器
量
（m

erits and m
easures

）
に
対
す
る
す
べ
て
の
事
柄
を
論
じ
る
自
由
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る
」
─
─
を
強
調

し
た
。
か
く
し
て
、
同
判
決
は
、
こ
の
証
拠
か
ら
、
修
正
第
一
条
が
政
府
と
公
務
員
へ
の
批
判
を
保
護
す
る
と
い
う
「
広
範
な
コ
ン
セ

ン
サ
ス
」（broad consensus

）
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、T

hom
as

裁
判
官
に
よ
れ
ば
、M

adison

は
、
公
務
員
が

民
事
裁
判
で
救
済
を
得
る
こ
と
を
憲
法
が
廃
棄
し
た
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
、
彼
の
中
心
的
な
前
提
は
、
す
べ
て
の
植

民
地
を
ひ
と
つ
の
社
会
に
す
る
よ
う
な
全
国
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
不
存
在
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、T

hom
as

裁
判
官
は
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
で
確
立
さ
れ
た
「
現
実
的
悪
意
」
の
判
断
基
準
が
修
正
第

一
条
と
第
一
四
条
の
原
意
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
判
断
し
て
、
公
共
の
言
説
の
奨
励
と
、
評
判
の
侵
害
に
対
す
る
有
益
な
救
済
策
の
提

供
と
の
間
で
許
容
で
き
る
利
益
衡
量
を
行
う
場
面
に
対
す
る
裁
判
法
理
の
再
考
を
要
す
る
と
述
べ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
のT

hom
as

裁
判
官
の
見
解
に
お
い
て
も
、
救
済
方
法
と
し
て
の
損
害
賠
償
を
固
守
す
る
必
要
が
あ
る
か
否

か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
損
害
賠
償
と
い
う
名
誉
毀
損
の
救
済
方
法
の
中
に
も
必
然
的
に
表
現
の
抑
制
の
お
そ
れ

が
含
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
と
同
じ
く
救
済
方
法
と
し
て
の
差
止
め
も
表
現
の
自
由
の
理
論
の
中
で
検
討
す
る
余
地
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
（
２
）Rendlem

an

教
授
の
理
論

　

上
記
のT

hom
as

裁
判
官
の
個
別
意
見
を
参
照
し
た
上
で
、Rendlem

an

教
授
は
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
に
対
し
て
次
の
よ

（
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）

（
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）
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う
に
検
討
し
た
。Rendlem

an

教
授
は
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
に
お
い
て
、
自
由
な
表
現
を
保
障
す
る
根
幹
的
な
目
的
の
た
め

に
は
、「
真
実
の
表
現
の
全
体
の
流
れ
（overall flow

）
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
い
く
ら
か
の
虚
偽
的
な
表
現
が
許
容
さ
れ
る
」
も
の

の
、「
虚
偽
が
こ
の
限
界
（threshold

）
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
も
指
摘
す
る
。
そ
の
結
果
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
の
判

断
基
準
に
は
、
虚
偽
的
・
錯
誤
的
な
表
現
を
保
障
す
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
将
来
の
表
現
を
保
障
す
る
た
め
に
現
在

の
不
正
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
虚
偽
的
な
表
現
を
は
び
こ
ら
せ
、
救
済
な
し
に
原
告
の
評
判
を
侵
害
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
な
る
。

即
ち
、Rendlem

an
教
授
は
、「
虚
偽
事
実
の
言
説
は
特
に
価
値
が
な
い
」
と
い
う
従
来
の
最
高
裁
判
旨
を
支
持
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、N

ew
 Y

ork T
im

es

事
件
の
判
断
基
準
にRendlem

an

教
授
が
反
対
す
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
最
高
裁
が
、
公
人
で
あ

る
原
告
に
対
す
る
批
判
が
表
現
の
自
由
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
、「
公
的
」、「
公
務
員
」、「
人
物
」、「
私
的
」、「
利

益
」
と
い
っ
た
語
句
を
発
展
さ
せ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
く
、
不
安
定
で
複
雑
、
曖
昧
で
不
十
分
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。Rendlem

an

教
授
は
、
少
な
く
と
も
、
原
告
が
損
害
賠
償
の
代
わ
り
に
被
告
の
表
現
に
よ
る
将
来
の
名
誉
毀
損
に
対
す

る
差
止
命
令
を
求
め
て
い
る
場
合
に
は
、
被
告
に
金
銭
的
な
負
担
が
な
い
こ
と
か
ら
「
現
実
的
悪
意
」
の
基
準
を
適
用
す
る
必
要
が
な

い
と
考
え
る
べ
き
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

そ
こ
で
、「
新
し
い
名
誉
毀
損
」
と
い
う
造
語
が
、Rendlem

an

教
授
に
よ
り
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。「
新
し
い
」
と
は
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
際
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
情
報
伝
達
を
伝
統
的
な
新
聞
紙
と
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
。「
新
し
い
名
誉
毀
損
」
と
は
、
私
人
の
名
誉
を
毀
損
す
る
事
件
に
つ
い
て
、N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
の
判
断
基
準
が
「
時
代
遅

れ
」
で
あ
る
と
考
え
、
新
た
な
救
済
方
法
（
差
止
め
）
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、Rendlem

an

教
授
は
、「
新
し
い
名
誉
毀

損
」
に
お
け
る
救
済
の
必
要
性
を
強
調
し
、M

cK
ee

事
件T

hom
as

意
見
を
参
照
し
た
上
で
、N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
の
再
読
に

よ
り
、
新
た
な
救
済
方
法
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
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（
３
）A

nderson

教
授
の
理
論

　
N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
の
判
断
基
準
に
対
す
る
反
対
論
は
、
表
現
の
自
由
を
保
護
す
る
目
的
以
外
の
、
ほ
か
の
利
益
に
対
す
る

評
価
が
足
り
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
利
益
は
、
例
え
ばA

nderson

教
授
に
よ
る
と
、
個
人
の
評
判
に
対
す
る
コ
ス
ト
と
社

会
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
名
誉
毀
損
に
対
す
る
救
済
の
有
効
性
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
の
判
断

基
準
に
お
い
て
は
、
立
証
責
任
を
負
う
公
職
者
な
い
し
公
的
人
物
を
厳
密
に
画
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
数
百
万
の
ア
メ
リ
カ
人
が
こ

れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
物
に
救
済
を
保
障
す
る
何
の
道
も
定
め
て
い
な
い
。
名
誉
毀
損

に
関
す
る
救
済
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
た
め
、「
被
害
者
の
コ
ス
ト
は
苦
悩
と
評
判
を
害
し
た
側
面
に
お
い
て
計
り
知
れ
な
い
」。
最
高

裁
は
、「
現
実
的
悪
意
」
の
も
た
ら
す
正
確
な
評
判
の
コ
ス
ト
に
直
接
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
最
高
裁
は
、
説

得
力
の
な
い
合
理
化
に
よ
っ
て
、
評
判
に
対
す
る
犠
牲
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
し
た
。
即
ち
、
最
高
裁
は
権
利
自
助
（self-help

）

と
権
利
放
棄
（w

aiver

）
に
よ
っ
て
合
理
化
し
よ
う
と
し
た
。
権
利
自
助
と
は
、
公
人
で
あ
る
原
告
は
通
常
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
多
く
、
自
助
を
通
じ
て
自
分
の
評
判
を
保
護
す
る
多
く
の
機
会
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
、
私
人
よ
り
も
評
判
に
か
か
る
脆
弱
性

が
低
い
こ
と
を
い
う
。
権
利
放
棄
と
は
、
公
職
を
求
め
る
人
は
、
公
職
へ
の
関
与
に
伴
う
特
定
の
必
要
な
結
果
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
指
す
。
即
ち
、
彼
ら
は
特
定
の
公
共
の
論
争
の
最
前
線
に
自
分
自
身
を
押
し
出
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
理

論
に
対
し
て
、A
nderson

教
授
は
、
最
高
裁
が
評
判
に
対
す
る
コ
ス
ト
が
実
際
に
は
無
視
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
な
ら
、
そ
の
理
由

を
示
す
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。

　

他
方
、「
現
実
的
悪
意
」
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
社
会
的
コ
ス
ト
は
、
政
治
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
、
宗
教
的
、
教
育

的
、
ビ
ジ
ネ
ス
生
活
に
お
い
て
生
ず
る
。「
現
実
的
悪
意
」
の
判
断
基
準
は
明
ら
か
に
公
共
の
生
活
へ
の
参
加
を
抑
止
す
る
。
人
は
公

職
に
就
く
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
際
に
、
こ
の
判
断
基
準
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
の
公
的
参
入
だ
け
で

（
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は
な
く
、
公
的
生
活
に
関
す
る
討
議
も
抑
制
す
る
結
果
、
あ
る
種
の
萎
縮
的
効
果
が
生
じ
る
。

　
A

nderson

教
授
の
理
論
は
、
名
誉
毀
損
法
に
お
け
る
救
済
に
つ
い
て
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
。N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
の
判
断

基
準
を
名
誉
毀
損
の
救
済
方
法
を
含
め
た
一
般
的
要
件
へ
と
再
構
築
す
る
こ
と
は
、
同
教
授
の
理
論
の
核
心
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

立
証
責
任
者
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
一
方
的
に
強
調
す
る
な
ら
ば
、
表
現
の
自
由
の
保
障
と
名
誉
毀
損
の
救
済
と
の
対
立

を
不
必
要
に
激
化
さ
せ
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。

　
　
（
４
）
小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、「
現
実
的
悪
意
」
の
基
準
に
対
す
る
批
判
的
理
論
は
、
修
正
第
一
条
に
関
す
る
原
意
主
義
的
解
釈
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
「
新
し
い
名
誉
毀
損
」
の
状
況
、
立
証
責
任
の
負
担
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
原
告
で
あ
る
公
人
の
名
誉
も
私
人
の
よ
う
に
保
障

さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
な
る
「
現
実
的
悪
意
」
の
基
準
を
批
判
す
る
理
由
に
よ
っ
て
、
差
止
命
令

の
実
効
性
を
肯
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
状
況
に
応
じ
て
「
現
実
的
悪
意
」
の
基
準
を
変
化
さ
せ
る
必
要
性

が
い
く
ら
高
く
な
っ
て
も
、
表
現
の
自
由
を
保
護
す
る
作
法
と
い
う
根
本
的
な
理
論
は
維
持
す
べ
き
で
あ
り
、
単
に
損
害
賠
償
と
い
う

救
済
方
法
を
否
定
す
る
だ
け
で
は
意
味
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
差
止
命
令
が
損
害
賠
償
と
比
較
し
て
、
よ
り
高
い
実
効
性

を
も
た
ら
す
と
い
う
た
め
に
は
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
抑
制
効
果
が
よ
り
低
い
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
差
止

命
令
に
関
わ
る
事
前
抑
制
理
論
を
検
討
す
る
。

（
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アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　

三　

差
止
命
令
に
関
わ
る
事
前
抑
制
理
論

　
　
（
１
）
差
止
命
令
に
関
わ
る
裁
判
例

　

差
止
命
令
に
関
わ
る
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
名
誉
毀
損
事
件
に
限
ら
ず
、
既
に
多
数
存
在
し
て
い
る
、
差
止
め
と
表
現
の
自
由
に
関

す
る
最
高
裁
判
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
わ
い
せ
つ
な
物
を
販
売
す
る
違
法
な
行
為
に
対
し
て
裁
判
所
に
よ
る
没
収
（forfeiture

）
を
課
す
る
こ
と
が
、
修
正
第

一
条
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
るA

lexander

事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
事
前
抑
制
と
事
後
的
処
罰
の
違
い
を
明
確
に
示
し

た
。
事
前
抑
制
と
い
う
用
語
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
の
前
に
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
禁
止
す
る
行
政
お
よ
び
司
法

の
命
令
を
記
述
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
表
現
を
制
限
す
る
仮
制
止
命
令
や
永
久
的
差
止
命
令
と
い
う
よ
う
な
裁
判
所
の
命
令
は
、

こ
の
事
前
抑
制
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
修
正
第
一
条
は
、
事
後
的
処
罰
よ
り
も
事
前
抑
制
か
ら
の
よ
り
大
き
な
保
護
を
提
供
す
る
。

過
去
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
罰
金
と
い
う
よ
う
な
事
後
的
処
罰
が
も
し
事
前
抑
制
に
該
当
す
る
な
ら
ば
、
事
前
抑
制
で
あ
る
か
ど
う
か

を
確
実
に
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。

　

政
府
が
国
家
安
全
保
障
を
理
由
と
し
て
裁
判
所
に
差
止
命
令
を
求
め
たPentagon Papers

事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
政
府

が
表
現
を
事
前
に
抑
制
す
る
正
当
な
理
由
を
示
す
た
め
に
重
い
立
証
責
任
を
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
当
該
事
件
で
政
府
は
立
証
で

き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
更
に
、Brennan

裁
判
官
の
同
意
意
見
は
、
当
該
文
書
の
公
表
が
国
家
的
利
益
を
損
な
う
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
程
度
の
主
張
し
か
政
府
が
し
て
い
な
い
本
件
で
は
、
本
件
で
発
せ
ら
れ
た
抑
制
命
令
は
す
べ
て
修
正
第
一
条
に
反
し
て
い
た

と
主
張
す
る
。

　

職
場
で
行
わ
れ
た
人
種
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
的
な
表
現
に
対
す
る
差
止
命
令
が
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
るA

vis 

（
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Rent A

 Car Sys. v. A
guilar

事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
裁
量
的
上
告
の
不
受
理
決
定
を
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
す
るT

hom
as

裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
。
曰
く
、
職
場
で
ラ
テ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
の
従
業
員
に
不
快
感
を
与
え
る
言
葉
を
禁
止
事
項

と
し
て
列
挙
し
た
こ
と
は
、
完
全
に
保
護
さ
れ
た
表
現
を
抑
制
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
職
場
で
の
あ
る
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
的
な
表
現

が
修
正
第
一
条
の
保
障
を
受
け
な
い
場
合
が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
と
い
う
軽
度
の
救
済
と
比
べ
て
、
表
現
を

抑
制
す
る
事
前
抑
制
の
必
要
性
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
更
に
、
本
件
で
の
差
止
命
令
は
、
ラ
テ
ン
系
の
人
々
に
聞
こ
え
な
い
と
こ
ろ

で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
に
適
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
理
性
的
な
討
論
に
資
す
る
可
能
性
の
あ
る
発
言
に
つ
い
て
の
適
用
除
外

も
含
ん
で
お
ら
ず
、
狭
く
仕
立
て
ら
れ
た
（narrow
ly tailored

）
も
の
で
は
な
い
。
か
よ
う
に
同
裁
判
官
は
判
断
し
た
。

　

以
上
の
判
例
で
提
示
さ
れ
た
差
止
命
令
に
関
す
る
説
示
は
、
事
前
抑
制
と
こ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
対
応
に
関
す
る
議
論
で
あ

る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
救
済
方
法
は
、
表
現
の
自
由
の
法
理
と
関
連
さ
せ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
（
２
）
表
現
抑
制
の
二
分
法

　

既
に
示
し
た
よ
う
に
、
救
済
を
一
義
的
に
追
求
す
る
こ
と
は
、
表
現
の
自
由
を
抑
制
す
る
効
果
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
利
益
の
対
立

は
学
説
上
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
ず
、
表
現
の
自
由
に
お
け
る
事
前
抑
制
禁
止
理
論
の
観
点
か
ら
、
表
現
抑
制
の
効
果

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
例
え
ば
、M

ayton

教
授
は
、
修
正
第
一
条
は
事
前
抑
制
禁
止
の
原
則
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
事

後
の
処
罰
は
こ
れ
に
反
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
一
七
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
制
定
さ
れ
た
外
国
人
お
よ
び
扇
動
法

（A
lien and Sedition A

cts

）
に
お
け
る
、
合
衆
国
政
府
に
対
し
て
既
に
公
表
さ
れ
た
虚
偽
、
中
傷
、
ま
た
悪
意
の
あ
る
書
き
込
み

を
し
た
者
に
対
す
る
罰
金
や
投
獄
に
か
か
る
規
定
が
、
修
正
第
一
条
に
反
し
な
い
と
主
張
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、「
自
由
な
社
会

は
、
事
前
に
排
除
す
る
（throttle

）
よ
り
も
、
法
律
を
破
っ
た
後
に
表
現
の
権
利
を
乱
用
す
る
少
数
の
人
々
を
処
罰
す
る
こ
と
」
を
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選
ぶ
と
し
た
最
高
裁
の
意
見
を
参
照
し
た
上
で
、M

ayton

教
授
は
、
表
現
の
抑
制
に
関
す
る
事
前
抑
制
と
事
後
的
処
罰
（subse-

quent punishm
ent

）
と
い
う
二
分
法
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
い
る
。

　

M
ayton

教
授
は
、
差
止
め
を
事
前
抑
制
と
同
様
に
理
解
し
た
上
で
、
上
で
示
し
た
二
分
法
に
つ
い
て
、
更
に
次
の
三
類
型
に
整
理

し
た
。
つ
ま
り
、
①
行
政
的
な
抑
制
（bureaucratic restraints

）、
②
司
法
的
抑
制
（judicial restraint

）、
③
事
後
的
処
罰
に
区

別
す
る
の
で
あ
る
。
①
と
②
の
区
別
は
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
①
は
、
差
止
命
令
を
命
じ
た
裁
判
所

の
よ
う
に
広
く
社
会
利
益
に
役
に
立
つ
こ
と
を
通
常
は
期
待
で
き
な
い
。
行
政
的
な
抑
制
は
、
特
定
の
政
府
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関
心
を

優
先
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
国
家
の
利
益
を
損
な
う
資
料
の
公
表
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
②
は
、
①
の
有
す
る
過
剰
な
検
閲

（over-censorship

）
の
傾
向
を
共
有
す
る
可
能
性
が
低
い
。
司
法
は
常
に
様
々
な
社
会
的
利
益
を
扱
い
、
更
に
そ
れ
と
関
わ
る
憲
法

上
の
権
利
を
考
慮
す
る
。
第
二
に
、
最
も
重
要
な
区
別
で
あ
る
が
、
①
は
、
行
政
許
可
制
（bureaucratic licensing

）
を
通
じ
て
、

よ
り
広
範
に
検
閲
を
適
用
す
る
。
行
政
検
閲
を
規
定
す
る
法
律
は
、
行
政
許
可
の
幅
広
い
裁
量
を
通
じ
て
、
通
常
、
広
範
で
曖
昧
で
あ

る
。
そ
し
て
、
表
現
者
の
表
現
行
為
に
関
わ
る
評
価
に
は
、
必
然
的
に
検
閲
者
の
反
応
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
現
の
自
由
に
有

害
で
あ
る
。
一
方
、
差
止
命
令
は
よ
り
個
別
的
（discretely

）
表
現
を
抑
制
す
る
効
果
を
与
え
る
。
即
ち
、
②
は
、
原
告
が
勝
訴
と

判
断
さ
れ
る
と
き
に
の
み
発
動
す
る
。
第
三
に
、
①
は
対
審
手
続
（adversary proceeding

）
の
審
査
を
経
ず
、
遂
行
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
行
政
許
可
制
は
、
行
政
活
動
と
か
な
り
高
い
程
度
で
結
び
つ
き
、
行
政
機
関
に
表
現
を
抑
圧
す
る
広
範
で
審
査
を
受
け
な
い

（unexam
ined

）
権
限
を
与
え
、
修
正
第
一
条
の
価
値
に
対
し
て
敏
感
で
な
い
と
い
う
点
で
悪
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
の
場
合
は
、

対
審
手
続
に
お
け
る
司
法
判
断
だ
け
が
表
現
の
自
由
に
対
す
る
必
要
な
敏
感
さ
を
保
証
す
る
の
で
、
有
効
な
最
終
的
な
抑
制
を
課
す
た

め
に
十
分
な
司
法
判
断
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
行
政
許
可
制
が
直
ち
に
司
法
審
査
に
服
す
る
と
き
は
、
①
が
引
き

起
こ
す
検
閲
の
問
題
を
排
除
す
る
の
で
、
事
前
抑
制
禁
止
の
法
理
に
反
し
な
い
と
、M

ayton

教
授
は
主
張
す
る
。
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更
に
、M

ayton

教
授
は
、John M

ilton

の
観
点
を
批
判
し
て
、
③
に
対
し
て
解
釈
を
行
う
。
即
ち
、M

ilton

は
、「
扇
動
的
な
報

道
を
統
制
す
る
最
善
の
方
法
は
、
大
規
模
な
自
己
検
閲
を
教
え
込
む
こ
と
で
あ
る
」
と
認
識
し
た
上
で
、
悪
意
的
か
つ
名
誉
毀
損
的
な

行
為
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
刑
罰
が
そ
の
行
為
を
防
止
す
る
最
上
の
救
済
策
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
③
は
、
事
前
の
抑

制
（previous restraint

）
に
類
似
す
る
、
表
現
に
対
す
る
防
止
と
い
う
意
味
を
有
す
る
。
そ
こ
で
、M

ilton

の
観
点
に
よ
れ
ば
、

③
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
抑
制
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
処
罰
を
恐
れ
る
人
の
恐
怖
と
臆
病
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
に
対
す
る
批

判
が
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
時
に
そ
れ
を
抑
止
す
る
。
ま
た
、
③
に
は
コ
ス
ト
に
比
し
て
効
果
的
（cost-effective

）
と
い
う
側
面
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
広
範
な
自
己
検
閲
と
い
う
よ
う
な
安
易
な
抑
制
を
作
り
上
げ
る
。
従
っ
て
、M

ayton

教
授
は
、
③
は
言
論
に
対
す
る

独
特
の
害
を
産
む
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
処
罰
に
よ
る
抑
止
は
、
反
社
会
的
な
行
動
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
広
く
使
わ
れ
る
が
、
表

現
に
は
、
行
動
統
制
の
通
常
の
手
段
を
非
常
に
鈍
感
な
抑
制
の
手
段
に
転
換
す
る
特
性
が
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
特
性
は
、
国
家
に
と

っ
て
不
快
な
表
現
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
広
い
範
囲
の
裁
量
権
を
国
家
に
与
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
③
の
事
後
的
処
罰
の
場
合

も
、
訴
追
や
処
罰
の
リ
ス
ク
を
恐
れ
る
人
々
の
自
己
検
閲
を
招
き
、
ま
た
こ
れ
は
事
前
抑
制
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
司
法
審
査
を
伴

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
は
司
法
審
査
の
手
続
を
経
る
が
ゆ
え
に
、
修
正
第
一
条
の
価
値
を
よ
り
よ
く

保
護
す
る
の
で
あ
る
と
、M

ayton

教
授
は
主
張
す
る
。

　

上
で
述
べ
た
事
前
抑
制
と
事
後
的
処
罰
と
い
う
二
分
法
は
、
表
現
抑
制
の
コ
ス
ト
に
関
す
る
理
解
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
。
こ
こ

で
の
コ
ス
ト
と
は
、
金
銭
的
な
取
引
に
限
ら
ず
、
機
会
の
損
失
（lost
）
や
資
源
の
再
分
配
を
含
め
た
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

関
連
す
る
コ
ス
ト
を
評
価
す
る
た
め
に
は
司
法
審
査
の
特
定
の
機
能
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、M

ayton

教
授
は
述
べ
る
。

裁
判
所
は
、
問
題
と
な
る
抑
制
を
可
能
な
限
り
正
確
か
つ
狭
く
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
そ
れ

は
可
能
な
限
り
最
も
制
限
の
少
な
い
抑
制
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
よ
り
、
修
正
第
一
条
で
保
護
さ
れ
た
表
現
の
抑
制
の
防
止
と

（
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し
て
機
能
的
に
働
き
、
事
後
的
処
罰
（
あ
る
い
は
法
の
執
行
）
に
伴
う
コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事

後
的
処
罰
に
関
す
る
コ
ス
ト
─
─
訴
追
や
処
罰
の
リ
ス
ク
を
避
け
よ
う
と
す
る
人
々
は
発
言
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
言
論
抑

圧
法
に
伴
う
漠
然
性
や
過
度
の
広
範
性
の
た
め
に
法
執
行
者
が
こ
の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
表
現
の

誤
っ
た
抑
制
の
可
能
性
─
─
は
最
高
裁
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
後
的
処
罰
が
違
憲
的
な
自
己
検
閲
を
導
き
、

正
当
な
司
法
プ
ロ
セ
ス
を
要
請
す
る
の
と
は
対
照
的
に
、
差
止
命
令
は
、
社
会
的
コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
差
止
命
令
は
、
ま
ず
対
審
手
続
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
政
府
は
、
そ
の
求
め
る
抑
制
が
可
能
な
限
り
最
も
狭
い
範
囲
で
あ
る
こ
と

を
、
裁
判
所
に
対
し
て
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
抑
制
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、M

ayton
教
授
は
、
事
前
抑
制
と
関
連
す
る
差
止
命
令
は
、
社
会
的
コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
、
救
済
の
意
義
を
果
た

す
価
値
を
持
つ
と
主
張
し
て
い
る
。
同
教
授
は
、
表
現
に
対
す
る
抑
制
の
二
分
法
に
よ
り
、
社
会
的
コ
ス
ト
の
大
小
を
そ
の
最
も
中
心

的
な
要
素
と
し
て
考
え
、
従
来
の
事
前
抑
制
理
論
と
異
な
る
理
解
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、M

ayton

教
授
に
よ
る
二
分
法
は
、

司
法
判
断
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
、
行
政
行
為
、
立
法
行
為
と
司
法
活
動
を
全
般
的
に
評
価
す
る
が
、
そ
の
二
分
法
の
適

用
範
囲
は
限
定
さ
れ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
く
司
法
活
動
の
中
で
も
、
十
分
な
司
法
手
続
に
よ
り
損
害
賠
償
を
命
じ
た
場
合
に

は
、
こ
の
二
分
法
を
用
い
て
コ
ス
ト
を
分
析
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
で
あ
ろ
う
。M

ayton

教
授
の
検
討
し
た
差
止
命
令
は
、

「
事
前
的
」
抑
制
の
場
面
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
同
教
授
は
、
差
止
命
令
に
伴
う
、
懲
罰
性
を
有
す
る
裁
判

所
侮
辱
罪
（contem

pt

）
は
、
差
止
命
令
の
要
請
に
違
反
す
る
場
合
に
の
み
科
さ
れ
る
「
事
後
的
段
階
」
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
よ

う
な
罰
に
対
す
る
再
審
理
（a second hearing

）
の
際
に
、
再
び
充
実
し
た
司
法
プ
ロ
セ
ス
が
導
入
さ
れ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
差

止
命
令
に
関
す
る
複
数
の
段
階
的
思
考
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
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（
３
）
司
法
手
続
上
の
差
止
命
令

　

十
分
な
司
法
手
続
的
保
障
を
も
つ
差
止
命
令
に
対
し
て
、Rendlem

an

教
授
はM

ayton

教
授
と
類
似
し
た
理
論
を
提
示
し
、
更

に
事
前
抑
制
に
関
す
る
差
止
命
令
を
手
続
的
事
前
抑
制
（procedural prior restraint

）
と
実
体
的
事
前
抑
制
（substantive pri-

or restraint
）
と
に
類
別
す
る
。
そ
し
て
、
同
教
授
は
、
二
つ
の
最
高
裁
判
例
を
各
類
別
の
典
型
例
と
し
て
挙
げ
た
。
ま
ず
、

Rendlem
an

教
授
は
司
法
手
続
を
重
視
す
るFreedm

an

判
決
を
手
続
的
事
前
抑
制
の
例
と
し
て
考
え
る
。
本
件
で
は
、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
映
画
検
閲
法
が
わ
い
せ
つ
な
映
画
に
対
す
る
検
閲
と
な
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
最
高
裁
は
、
保
護
さ
れ
た
性
の
露
骨

な
描
写
と
禁
止
さ
れ
る
わ
い
せ
つ
な
主
題
と
の
境
界
を
評
価
す
る
際
に
、
検
閲
者
に
手
続
的
保
護
を
要
求
し
た
。
最
高
裁
は
、「
検
閲

シ
ス
テ
ム
の
危
険
性
を
排
除
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
手
続
的
な
保
護
の
下
で
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
、
事
前
抑
制
の
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
憲
法
上
の
欠
点
を
避
け
う
る
」
と
い
う
基
準
を
立
て
た
。
こ
の
基
準
の
具
体
的
要
請
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
映
画
が

保
護
さ
れ
て
い
な
い
表
現
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
は
検
閲
者
（censor

）
に
あ
る
。
第
二
に
、
州
が
、
す
べ
て
の
保
護
さ
れ
な

い
映
画
の
上
映
の
禁
止
を
効
果
的
に
進
め
る
に
は
、
す
べ
て
の
映
画
に
対
す
る
事
前
抑
制
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
前
抑
制

は
、
映
画
が
保
護
さ
れ
た
表
現
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
閲
者
の
決
定
に
、
終
局
的
な
効
果
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
検
閲
者
が
保
護
さ
れ
な
い
表
現
と
保
護
さ
れ
た
表
現
と
を
区
別
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
修
正
第
一
条
の
手
続
的
な
枠
内
に
入
る

場
合
に
、
手
続
的
事
前
抑
制
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
の
際
に
、
裁
判
所
は
、
行
政
機
関
が
そ
の
表
現
が
保
護
さ
れ
た
表
現
で
あ
る

か
ど
う
か
を
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
慎
重
な
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
従
わ
ず
に
そ
の
人
の
表
現
を
禁
止
す
る
場
合
に
、
違
憲
な
事
前

抑
制
と
し
て
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
手
続
的
事
前
抑
制
は
、
裁
判
所
に
よ
り
、
表
現
に
対
す
る
不
適
当
な

審
査
を
非
難
す
る
抑
制
手
段
で
あ
る
。
こ
の
抑
制
手
段
に
は
、
行
政
許
可
の
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
従
来
の
事
前
抑
制
の
理
論
（
行
政
検

閲
）
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
裁
判
所
の
司
法
判
断
に
よ
る
適
当
な
決
定
（
終
局
的
な
司
法
的
決
定
（final judicial decision

））
を
通
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じ
て
差
止
命
令
の
合
理
性
を
認
め
る
側
面
が
あ
る
。

　

一
方
、
実
体
的
事
前
抑
制
は
、
裁
判
所
が
表
現
ま
た
は
表
現
に
関
連
す
る
行
動
に
対
す
る
差
止
命
令
を
認
め
た
場
合
に
、
こ
れ
が
事

前
抑
制
に
あ
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
事
前
抑
制
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
決
定
は
恣
意
的
か
つ
無
原

則
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
中
絶
を
行
う
診
療
所
の
外
の
特
定
の
場
所
で
一
定
の
方
法
で
デ
モ
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
裁
判

所
の
差
止
命
令
の
当
否
に
関
す
るM

adsen

判
決
に
お
け
る
意
見
の
対
立
に
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
、
本
件
の

差
止
命
令
の
合
憲
性
に
対
す
る
分
析
に
お
い
て
事
前
抑
制
の
理
論
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
当
該
差
止

命
令
は
、
単
に
中
絶
診
療
所
の
敷
地
の
周
り
の
緩
衝
地
帯
（buffer zone

）
で
の
活
動
を
禁
止
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
抗
議
者
に
よ

る
他
の
方
法
で
の
表
現
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
差
止
命
令
は
、
抗
議
者
の
表
現
の
内
容
を
理
由
と
し
て
お
ら
ず
、

彼
ら
の
以
前
の
違
法
行
為
を
理
由
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。Rendlem

an

教
授
に
よ
れ
ば
、
同
様
に
、
表
現
に
対
す
る
事

前
抑
制
の
法
理
は
、
裁
判
報
道
、
わ
い
せ
つ
、
デ
モ
行
進
、
国
家
安
全
保
障
な
ど
領
域
に
よ
っ
て
異
な
る
強
調
点
と
結
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

Rendlem
an

教
授
に
よ
る
事
前
抑
制
に
関
す
る
区
分
は
、
名
誉
毀
損
事
件
に
お
け
る
差
止
命
令
の
有
効
性
を
認
め
る
点
で
、
有
効

な
救
済
を
導
き
出
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、Rendlem

an

教
授
は
「
差
止
命
令
は
事
前
抑
制
」、「
損
害
賠
償
は
事
後

的
処
罰
」
と
定
式
化
す
る
が
、
す
べ
て
の
差
止
命
令
を
事
前
抑
制
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
決
す

る
た
め
に
、
手
続
的
事
前
抑
制
に
関
わ
る
裁
判
所
の
司
法
判
断
─
─
手
続
に
よ
り
事
前
抑
制
を
合
憲
と
い
え
る
よ
う
に
な
る
か
─
─
が

必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
教
授
の
関
心
は
、
当
該
手
続
が
、
行
政
許
可
で
は
な
く
、
終
局
的
決
定
を
経
た
裁
判
所
の
命
令
と
さ
れ

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
差
止
命
令
は
確
か
に
事
前
に
表
現
を
制
限
す
る
性
格
を
持
つ
が
、M

ayton

教
授
に
よ
る
複
数
の

段
階
的
思
考
は
、
司
法
手
続
の
全
般
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
差
止
命
令
に
関
す
る
訴
訟
の
特
殊
性
に
応
じ
て
、
終
局
的
決
定
を
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経
た
一
度
切
り
の
判
断
だ
け
で
は
な
く
、
誤
っ
た
差
止
命
令
に
対
す
る
以
後
の
裁
判
の
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
と
な
る
。
結
局

の
と
こ
ろ
、
両
教
授
は
、
差
止
命
令
に
事
前
抑
制
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
と
示
し
た
が
、
差
止
命
令
に
関
す
る
訴
訟
の
司
法
手
続
に
関

し
て
多
少
分
岐
が
生
じ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
誤
っ
た
差
止
命
令
を
以
後
の
裁
判
で
是
正
す
る
問
題
は
、
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

　

司
法
手
続
の
全
般
に
関
わ
る
問
題
に
対
し
て
、Blasi

教
授
は
、
表
現
を
制
限
す
る
差
止
命
令
の
原
型
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
よ
う
な
差
止
命
令
の
原
型
＝
中
間
的
で
な
い
事
前
差
止
命
令
（non-interlocutory preventive injunction

）
と
は
、
そ

の
対
審
手
続
の
後
に
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
禁
止
す
る
、
訴
訟
当
事
者
に
対
し
て
出
さ
れ
た
司
法
の
命
令
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
刑
事
ま
た
は
民
事
の
裁
判
所
侮
辱
罪
に
よ
っ
て
拘
束
力
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
差
止
命
令
の
原

型
に
お
い
て
最
も
重
要
な
問
題
は
、
例
え
ば
、W

alker

判
決
で
議
論
さ
れ
た
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
（collateral bar 

rule

）
で
あ
る
。
本
件
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
（
被
上
告
人
）
は
抗
議
者
（
上
告
人
）
が
許
可
な
し
に
組
織
的
な
デ
モ
を
す
る
こ
と
を
止
め

る
た
め
に
、
こ
れ
が
市
の
条
例
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
一
審
は
暫
定
的
差
止
命
令
（tem

porary injunction

）
を
下
し
、
二
審

も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
本
件
は
、
上
告
人
が
下
級
裁
判
所
に
よ
る
暫
定
的
差
止
命
令
を
無
視
し
て
デ
モ
を
進
め
た
結
果
、
裁
判
所
侮
辱

罪
を
犯
し
た
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
こ
と
が
、
憲
法
問
題
と
し
て
争
わ
れ
る
か
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

　

最
高
裁
は
、
差
止
命
令
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
検
討
し
た
。
差
止
命
令
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
裁
判
に
よ
り
一
般
的
管
轄
裁
判
所
か
ら
正

当
に
発
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
命
令
が
た
と
え
誤
り
で
あ
っ
て
も
、
更
に
、
仮
に
こ
の
誤
り
が
本
案
判
決
で
無
効
と
さ
れ
た
法

律
を
前
提
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
差
し
止
め
ら
れ
た
当
事
者
は
こ
の
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
の
妥
当
性
の
問
題
は

裁
判
所
の
最
初
の
決
定
に
よ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
審
裁
判
所
自
ら
ま
た
は
そ
の
上
級
裁
判
所
が
審
査
に
よ
っ
て
そ
の
誤
り
を
取
り
消
す

ま
で
、
そ
の
決
定
に
基
づ
く
裁
判
所
の
命
令
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
命
令
に
服
従
し
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
の

（
64
）

（
65
）

（阪大法学）71（2-54）　380 〔2021. 7 〕



アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　

合
法
的
な
権
威
を
軽
蔑
し
た
と
し
て
、
罰
せ
ら
れ
る
。
本
件
に
お
け
る
差
止
命
令
は
、
許
可
な
し
に
行
進
を
奨
励
し
た
り
、
デ
モ
を
し

た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
が
、
実
質
的
な
憲
法
上
の
問
題
で
あ
る
過
度
の
広
範
性
や
漠
然
性
を
有
す
る
差
止
命
令
で
は
な
い
。
こ
の

差
止
命
令
は
一
方
当
事
者
の
申
立
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
（ex parte

）
で
あ
り
、
も
し
差
し
止
め
ら
れ
た
当
事
者
が
こ
の
差

止
命
令
を
修
正
ま
た
は
取
消
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
に
こ
の
よ
う
な
憲
法
問
題
を
審
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
高
裁
は
、
上
告
人
が
こ
の
差
止
命
令
に
対
す
る
違
憲
審
査
を
主
張
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
差
止
命
令
が
た
と
え
違

憲
だ
と
し
て
も
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
う
し
た
差
止
命
令
は
、
刑
事
的
処
罰
や
民
事
責
任
に
お
け
る
ル
ー
ル
と
は
異
な
り
、
権
利
自
助
を
排
除
す
る
（w

ithdraw
al

）

救
済
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
に
服
す
る
べ
き
、
司
法
手
続
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
差
止
命
令
は
、

W
alker

判
決
の
よ
う
に
完
全
な
司
法
の
尊
重
で
あ
る
一
方
で
、
修
正
第
一
条
の
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、Blasi

教
授

は
、「
暫
定
的
か
つ
誤
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
抑
止
の
効
果
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
迅
速
で
最
終
的
な
司
法
判
断
を
保
障
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
い
うFreedm

an

判
決
法
廷
意
見
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
要
請
は
あ
ら
ゆ
る
保
護
さ
れ
た
表
現
に
適
用
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
差
止
命
令
は
、
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
が
妥
当
す
る
場
合
、
表
現
行
為

の
遅
延
を
も
た
ら
す
自
己
検
閲
の
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
る
。W

alker

判
決
は
、
少
な
く
と
も
一
定
の
場
合
、
迅
速
な
司
法
判
断
を
受

け
ら
れ
ず
遅
延
に
直
面
し
た
表
現
者
が
差
止
命
令
の
無
効
を
主
張
す
る
権
利
を
否
定
せ
ず
、
即
ち
、
彼
の
権
利
自
助
を
否
定
し
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
、
表
現
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
制
限
す
る
と
と
も
に
表
現
し
た
い
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
も

否
め
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
差
止
命
令
か
ら
導
か
れ
る
害
悪
の
一
つ
と
し
て
、
表
現
者
の
自
己
検
閲
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
事

後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

Rendlem
an

教
授
、M

ayton

教
授
お
よ
びBlasi

教
授
は
、
司
法
判
断
に
よ
っ
て
手
続
上
の
差
止
命
令
の
特
徴
を
説
明
す
る
。
三
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教
授
は
司
法
判
断
を
尊
重
す
る
立
場
を
と
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
司
法
手
続
上
の
提
案
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、M

ayton

教
授

は
司
法
手
続
の
全
般
、
即
ち
誤
っ
た
差
止
命
令
に
対
す
る
以
後
の
裁
判
で
の
是
正
の
問
題
も
考
慮
し
た
が
、Blasi

教
授
は
、
誤
っ
た

差
止
命
令
が
あ
っ
て
も
尊
重
す
べ
き
と
い
う
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
を
差
止
命
令
の
原
型
と
し
て
検
討
し
た
。

　

も
っ
と
も
、Rendlem

an

教
授
の
い
う
実
体
的
事
前
抑
制
と
は
、
差
止
命
令
を
事
件
別
に
整
理
す
る
こ
と
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
表
現
の
内
容
の
実
質
的
な
審
査
に
対
応
す
る
実
体
的
事
前
抑
制
に
お
い
て
は
、
表
現
の
内
容
を
審
査
す
る
と
と
も
に
そ
の
判

断
が
変
化
す
る
余
地
が
あ
る
。
一
つ
の
例
と
し
て
は
、
将
来
の
表
現
に
対
す
る
差
止
命
令
は
、
予
測
で
き
な
い
将
来
の
表
現
を
ど
の
よ

う
に
し
て
抑
制
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
表
現
の
自
由
の
法
理
─
─
そ
の
表
現
に
対
す
る
規
制
が
漠
然
か

つ
不
明
確
か
、
過
度
に
広
範
で
あ
る
か
─
─
と
緊
密
に
関
わ
り
つ
つ
、
差
止
命
令
の
実
体
的
内
容
に
対
応
す
る
司
法
判
断
と
関
連
す
る
。

　
　
（
４
）
小
括

　

差
止
命
令
は
表
現
の
自
由
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
の
下
で
、
差
止
命
令
は
事
前
抑
制
の
よ
う
に
表
現
を
萎
縮

さ
せ
る
効
果
を
も
つ
こ
と
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
損
害
賠
償
に
よ
る
救
済
も
表
現
活
動
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
うM

ayton

教
授

の
二
分
法
（
事
前
抑
制
と
事
後
的
処
罰
）
の
理
論
が
あ
る
。
差
止
命
令
は
決
し
て
新
し
い
救
済
方
法
で
は
な
く
、
事
前
抑
制
を
正
当
化

す
る
に
た
る
司
法
手
続
に
従
う
差
止
命
令
の
、
制
裁
の
効
果
に
お
け
る
事
後
的
処
罰
と
の
優
劣
関
係
に
つ
い
て
、M

ayton

教
授
は
次

の
よ
う
に
理
解
し
た
。
つ
ま
り
、
事
後
的
処
罰
が
違
憲
的
な
自
己
検
閲
を
導
く
反
面
、
差
止
命
令
は
、
正
当
な
司
法
プ
ロ
セ
ス
を
要
請

す
る
と
同
時
に
、
社
会
的
コ
ス
ト
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。

　

し
か
し
、
事
前
抑
制
と
事
後
的
処
罰
の
単
な
る
区
別
だ
け
で
は
、
差
止
命
令
に
対
す
る
理
解
は
不
十
分
な
点
が
あ
る
。
差
止
命
令
は
、

よ
り
複
雑
な
状
況
が
あ
る
た
め
、
よ
り
詳
し
く
分
類
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
適
切
な
司
法
手
続
を
踏
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

（
75
）

（阪大法学）71（2-56）　382 〔2021. 7 〕



アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　
M

ayton

教
授
の
理
論
、
お
よ
びRendlem

an

教
授
が
提
示
し
た
手
続
的
事
前
抑
制
の
理
論
は
、
事
前
抑
制
的
効
果
を
重
視
す
る
点

で
、
差
止
命
令
も
事
前
抑
制
と
似
た
よ
う
な
性
格
を
も
つ
と
捉
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
差
止
命
令
は
、
司
法
手
続
の
全
面
的
保
障
を

要
し
、
裁
判
に
伴
う
複
数
の
段
階
で
こ
の
権
利
保
護
の
機
能
を
発
揮
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
、M

ayton

教
授
の
い
う
「
事
後
的

段
階
」
に
充
実
し
た
司
法
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
意
見
と
は
異
な
り
、Redish

教
授
は
、
差
止
命
令
が
発
令
さ
れ
た
と
き
に
適
切
な

司
法
手
続
の
発
動
も
要
請
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。

　

最
高
裁
は
表
現
の
自
由
に
関
す
る
権
利
性
を
保
障
で
き
な
い
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
を
検
討
し
て
司
法
手
続
を
尊
重
す
べ

き
だ
と
述
べ
た
も
の
の
、
差
止
命
令
に
も
、
も
と
も
と
好
ま
し
く
な
い
権
利
自
助
に
関
わ
る
議
論
が
あ
り
、
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止

の
原
則
を
修
正
す
る
余
地
が
あ
る
。
即
ち
、
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
に
よ
り
、
単
純
に
法
の
支
配
の
下
で
司
法
の
判
断
に
依

拠
す
る
こ
と
は
、
表
現
の
自
由
を
損
な
う
お
そ
れ
が
高
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
が
、
修
正
第
一
条
と
比
べ
て
長
い
歴
史
を
も
つ
事
後
的

争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
司
法
執
行
の
安
定
性
を
崩
さ
れ
、
も
と
も
と
回
復
不
可
能
な
損
害
（irreparable 

injury

）
を
救
済
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
差
止
命
令
の
実
効
性
を
制
限
す
る
側
面
も
あ
る
。
従
っ
て
、
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の

原
則
を
完
全
に
禁
止
せ
ず
、
全
面
的
か
つ
公
平
な
聴
聞
理
論
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
司
法
手
続
上
の
合
憲
な
訴
権
を
保
障
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
他
方
、〔
全
面
的
か
つ
公
平
な
聴
聞
を
受
け
る
機
会
の
な
い
〕
不
適
切
な
差
止
命
令
に
対
す
る
救
済
の
た
め
に
、
差
止
命
令

の
合
憲
性
を
検
討
す
る
可
能
性
を
残
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
差
止
命
令
に
つ
い
て
は
、
司
法
手
続
の
全
面
的
保
障
の
要
請
を
踏
ま
え
て
、
不
適
切
な
差
止
命
令
に
対
す
る
司
法
救

済
の
可
能
性
を
含
め
、
差
止
命
令
の
手
続
と
内
容
を
調
整
し
な
が
ら
違
憲
な
事
前
抑
制
の
問
題
に
対
処
す
る
余
地
が
あ
る
。
以
上
の
問

題
は
、
一
つ
の
理
論
で
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
、
更
に
多
角
的
な
裁
判
法
理
を
形
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）
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四　

お
わ
り
に

　

現
代
社
会
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
事
件
は
、「
新
し
い
名
誉
毀
損
」

即
ち
被
害
者
が
公
人
で
は
な
く
私
人
で
あ
る
場
合
を
多
く
含
む
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
「
新
し
い
」
救
済
方
法
が
、
表
現
の
自

由
の
観
点
も
踏
ま
え
、
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
を
、
差
止
命
令
に
お
け
る
司
法
手
続
に
関
す
る
議
論
を
中

心
に
検
討
し
た
。

　

司
法
手
続
に
よ
る
差
止
命
令
の
実
効
化
の
た
め
に
は
、
従
来
の
事
前
抑
制
の
理
論
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
差
止
命
令
の
発
令

時
の
効
果
と
そ
れ
以
後
の
効
果
が
、
名
誉
権
と
表
現
の
自
由
と
の
内
在
的
調
整
に
関
連
し
、
こ
の
よ
う
な
司
法
手
続
は
合
憲
で
あ
る
か
、

表
現
の
自
由
に
ど
の
よ
う
な
制
限
を
課
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
現
の
自
由
を
制
限
す
る
正

当
な
理
由
を
解
明
す
る
た
め
に
、
司
法
手
続
に
よ
る
差
止
命
令
に
対
す
る
効
果
的
司
法
運
営
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
差
止

命
令
に
関
す
る
憲
法
論
的
構
造
は
、
事
前
抑
制
の
理
論
の
多
角
的
な
検
討
を
必
要
と
し
、
被
害
者
救
済
の
た
め
の
判
例
法
理
の
形
成
を

求
め
る
の
で
あ
る
。

差
止
め
の
現
代
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
名
誉
毀
損
の
救
済
方
法
と
し
て
の
差
止
め
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
─
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
現
代
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
─
─
（
一
）、（
二
・
完
）」
阪
大
法
学
六
九
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）、
同
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。
こ
の
ル
ー
ル
を
表
明
し
た
代
表
的
な
判
例
は
、H

ill v. Petrotech Res. Corp., 325 S.W
.3d 302 (K

y. 2010)

で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
事
件
に
対
す
る
現
代
的
な
ル
ー
ル
の
適
用
を
検
討
す
る
論
文
と
し
て
は
、
例
え
ばElizabeth Elving, T

he 
O

nline D
efam

ation D
ilem

m
a: A

dapting an A
ge-O

ld D
octrine to the R

eality of M
odern Speech, 104 M

arq. L. Rev. 543 
(2020) 

が
あ
る
。
現
代
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
連
邦
下
級
裁
判
所
の
態
度
は
分

か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
七
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
現
代
的
な
ル
ー
ル
を
肯
定
す
る
判
決
（M

cCarthy v. Fuller, 810 F.3d 456 
（
81
）

（
1
）
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アメリカにおける司法手続による差止命令と事前抑制　
(7th Cir. 2015)

）
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
現
代
的
な
ル
ー
ル
に
否
定
的
な
判
断
（Sindi v. El-

M
oslim

any, 896 F.3d 1 (1st Cir. 2018)

）
を
下
し
た
。See Elizabeth Elving, supra note, at 564-566.

公
人
の
名
誉
毀
損
に
つ
い
て
、
そ
し
て
「
現
実
的
悪
意
」
を
導
入
す
る
可
能
性
を
論
じ
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
山
田
隆
司
『
公
人
と
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
─
─
憲
法
的
名
誉
毀
損
法
を
考
え
る
─
─
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

See D
avid S. A

rdia, Freedom
 of Speech, D

efam
ation, and Injunctions, 55 W

m
. &

 M
ary L. Rev. 1, 9-18 (2013).

See Packingham
 v. N

orth Carolina, 137 S. Ct. 1730 (2017). 

本
件
は
、
未
成
年
の
子
供
が
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
り
個
人
的
な
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
作
成
ま
た
は
維
持
し
た
り
で
き
る
商
業
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
イ
ト
に
、
性
犯
罪
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者
が
、
そ

れ
と
知
り
つ
つ
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
重
罪
と
定
め
た
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
の
合
憲
性
を
審
査
し
た
事
件
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、「
今
日

言
う
こ
と
は
明
日
時
代
遅
れ
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
意
識
す
」
べ
き
だ
と
し
つ
つ
、
修
正
第
一
条
と
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
係
を
検

討
し
た
。
そ
し
て
、
当
該
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
人
に
「
ど
の
街
頭
演
説
（soapbox

）
よ
り
も
遠
く
に
共

鳴
す
る
声
を
伝
達
す
る
町
の
広
告
屋
」
の
よ
う
に
役
立
つ
と
し
た
。Id. at 1737, citing Reno v. A

CLU
, 521 U

.S. 844, 870 (1997).
See A

riel L. Bendor &
 M

ichal T
am

ir, Prior R
estraints in the D

igital A
ge, 27 W

m
 &

 M
ary Bill Rts J 1155, 1156 

(2019).O
w

en M
. Fiss, T

he Civil Rights Injunction, 38-40 (Indiana U
niversity Press, 1978).

Id. at 28-29.
Id. at 45-48. Fiss

教
授
は
、
将
来
の
害
悪
（w

rong

）
を
抑
止
す
る
（prevention

）
差
止
命
令
の
内
容
や
性
質
を
検
討
し
た
上
で
、

刑
事
訴
追
（crim

inal prosecution

）・
刑
事
的
処
罰
（crim

inal prohibition

）
と
比
較
し
て
、
両
者
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。Id. at 

69-71.

も
っ
と
も
、
差
止
命
令
違
反
の
制
裁
と
し
て
の
裁
判
所
侮
辱
罪
（crim

inal contem
pt

）
に
は
刑
事
事
件
的
な
性
格
が
あ
る
こ
と
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。See Eugene V

olokh, A
nti-Libel Injunctions, 168 U

. Pa. L. Rev. 73, 75 (2019).

ま
た
、Redish

教
授
は
、

事
前
抑
制
の
弊
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
全
面
的
か
つ
公
平
な
聴
聞
理
論
（full and fair hearing rationale

）
の
適
用
を
主
張
す
る
際
に
、

事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
に
も
一
定
の
修
正
を
加
え
て
適
用
で
き
る
と
主
張
す
る
。M

artin H
. Redish, T

he Proper R
ole of the 

Prior R
estraint D

octrine in First A
m

endm
ent T

heory, 70 V
a. L. Rev. 53, 98-99 (1984).

Fiss

教
授
は
、
陪
審
が
関
与
せ
ず
に
差
止
命
令
を
審
理
す
る
現
状
に
対
し
て
、
差
止
命
令
プ
ロ
セ
ス
上
の
陪
審
関
与
の
可
能
性
を
論
じ

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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た
。Fiss, supra note 6, at 50-68.

Stephen R. Barnett, T
he Puzzle of Prior R

estraint, 29 Stan. L. Rev. 539 (1977).Barnett

教
授
は
、
事
前
抑
制
の
理
論
に
お

け
る
典
型
的
判
例
で
あ
るN

ebraska Press A
ssociation

事
件
（N

eb. Press A
ssʼn v. Stuart, 427 U

.S. 539 (1976)

）
を
検
討
し
た
上

で
、
事
前
抑
制
と
な
る
差
止
命
令
が
事
後
的
処
罰
と
異
な
る
と
主
張
し
た
。
例
え
ば
、
差
止
命
令
は
司
法
手
続
に
関
わ
る
性
格
を
持
つ
た
め
に
、

こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
裁
判
所
侮
辱
に
よ
り
罰
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
（Collateral Bar Rule

）

に
従
う
場
合
が
あ
る
。Barnett, supra note, at 550-551.

N
ew

 Y
ork T

im
es

事
件
後
の
判
決
（Curtis Publishing Co. v. Butts, 388 U

.S. 130 (1967); Gertz v. Robert W
elch, 418 U

.S. 
323 (1974); D

un &
 Bradstreet v. Greenm

oss Builders, 472 U
.S. 749 (1985)

）
に
お
い
て
は
、「
公
的
論
争
」・「
公
的
関
心
」
の
概
念

が
論
点
で
あ
り
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
萎
縮
的
効
果
を
防
ぐ
た
め
の
表
現
保
護
対
象
の
拡
大
化
と
立
証
責
任
の
定
式
化
へ
の
対
処
が
、

N
ew

 Y
ork T

im
es

事
件
後
の
名
誉
毀
損
訴
訟
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

D
un &

 Bradstreet, 472 U
.S. at 769 (W

hite, J., concurring).
M

cK
ee v. Cosby, 139 S. Ct. 675 (2019) (T

hom
as, J., concurring in the denial of certiorari).

こ
の
事
件
は
、
名
誉
毀
損
事
件

に
お
い
て
最
高
裁
が
裁
量
的
上
告
を
不
受
理
と
し
た
が
、T

hom
as

裁
判
官
は
不
受
理
決
定
に
賛
成
し
つ
つ
、N

ew
 Y

ork T
im

es

判
決
以
来

の
名
誉
毀
損
に
関
す
る
判
例
法
理
に
疑
問
を
呈
す
る
個
別
意
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

Id. at 677.
Id. at 677-678.
Id. at 678, citing G

ertz, 418 U
.S. at 370 (W

hite, J., dissenting).
M

cK
ee, at 678-680.

Id. at 680-681, citing Beauharnais v. Illinois, 343 U
.S. 250, 255 &

 n.5 (1952).
Id. at 681-682.
D

oug Rendlem
an, T

he D
efam

ation Injunction M
eets the Prior R

estraint D
octrine, 56 San D

iego L. Rev. 615, 627-629 
(2019).Id. at 629.
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例
え
ば
、Rendlem

an

教
授
は
、Gertz

判
決
（Gertz v. Robert W

elch, 418 U
.S. 323 (1974)

）
とH

ustler M
agazine

判
決

（H
ustler M

agazine v. Falw
ell, 485 U

.S. 46 (1988)

）
を
参
照
し
た
。

Rendlem
an, supra note 20, at 668.

Id. at 671-672.
Id. at 630-632.
D

avid A
. A

nderson, Is Libel Law
 W

orth R
eform

ing?, 140 U
. Pa. L. Rev. 487, 524-525 (1991).

Id. at 525.
Id. at 526.
Id. at 531.
Id. at 531.
Id. at 537-550.

学
説
は
、
損
害
賠
償
に
よ
り
生
じ
る
萎
縮
的
効
果
に
配
慮
し
つ
つ
、
裁
判
手
続
に
よ
る
差
止
命
令
の
実
効
可
能
性
も
検
討
し
た
。A

riel 
L. Bendor &

 M
ichal T

am
ir, supra note 5, at 1166-1167.

A
lexander v. U

nited States, 509 U
.S. 544, 550-551 (1993).

Id. at 554-555.
N

ew
 Y

ork T
im

es Co. v. U
nited States, 403 U

.S. 713, 714 (1971), citing Bantam
 Books, Inc. v. Sullivan, 372 U

.S. 58, 70 
(1963).N

ew
 Y

ork T
im

es Co., 403 U
.S. at 726-727.

A
vis Rent A

 Car Sys. v. A
guilar, 529 U

.S. 1138, 1138 (2000) (T
hom

as, J., dissenting from
 the denial of certiorari).

W
illiam

 T
. M

ayton, T
ow

ard a T
heory of First A

m
endm

ent Process: Injunctions of Speech, Subsequent Punishm
ent, 

and the Costs of the Prior R
estraint D

octrine, 67 Cornell L. Rev. 245, 245-246 (1982).
Id. at 246, citing Southeastern Prom

otions, Ltd. v. Contrad, 420 U
.S. 546, 559 (1975).

M
ayton, supra note 38, at 250.
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論　　　説
Id. at 251.
Id. at 251.
Id. at 253.
Id. at 253.
Id. at 253-254.
Id. at 254.
Id. at 261. M

ayton

教
授
は
、
行
政
的
な
抑
制
と
事
後
的
処
罰
に
つ
い
て
は
「
同
じ
コ
イ
ン
の
同
じ
面
（the sam

e side of the 
sam

e coin

）
で
あ
る
」（Id. at 262

）
と
述
べ
、
同
じ
よ
う
に
司
法
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
手
続
上
の
保
障
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

若
干
の
制
限
の
程
度
の
相
違
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。Id. at 264-265.

Id. at 266.
Id. at 266.
Id. at 268, citing Bantam

 Books, Inc. v. Sullivan, 372 U
.S. 58 (1963).

M
ayton, supra note 38, at 270.

M
ayton

教
授
は
、
事
前
抑
制
が
事
後
的
処
罰
に
よ
る
自
己
検
閲
と
比
べ
て
必
ず
し
も
よ
り
表
現
抑
制
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
主
張

し
た
。Id. at 276.

Id. at 270 n.153.
Rendlem

an, supra note 20, at 635-636. Rendlem
an

教
授
は
、
法
令
や
行
政
許
可
に
よ
る
抑
制
を
含
め
て
事
前
抑
制
と
考
え
、「
政

府
が
、
表
現
を
広
め
る
前
に
誰
か
の
保
護
さ
れ
た
表
現
を
禁
止
す
る
こ
と
」
と
定
義
す
る
。Id. at 635.

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、 Rendlem

an

教
授
の
議
論
は
、M

ayton

教
授
の
理
論
も
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Freedm
an v. M

aryland, 380 U
.S. 51 (1965).

Id. at 58.
Id. at 57.
Rendlem

an, supra note 20, at 636.
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M

adsen v. W
om

enʼs H
ealth Ctr., 512 U

.S. 753 (1994).

本
件
で
は
、Scalia

裁
判
官
の
一
部
反
対
意
見
に
よ
る
批
判
（
内
容
中
立
性
に
対
す
る
厳
格
な
審
査
（strict scrutiny

）
の
要
否
）
が

あ
る
。M

adsen, 512 U
.S. at 766.

Id. at 763 n.2.
Rendlem

an, supra note 20, at 637-640.
Id. at 642.
V

incent Blasi, T
ow

ard a T
heory of Prior R

estraint: T
he Central Linkage, 66 M

inn. L. Rev. 11, 19 (1981). Blasi

教
授

は
、
差
止
命
令
に
対
す
るFiss

教
授
の
分
類
を
参
照
し
た
。See Fiss, supra note 6, at 8-12.

W
alker v. Birm

ingham
, 388 U

.S. 307 (1967).
Id. at 314.
Id. at 317-319.
Blasi, supra note 64, at 20.
Id. at 21.
Freedm

an, 380 U
.S. at 59.

Blasi, supra note 64, at 31.
Id. at 32.
Id. at 32-33.

テ
キ
サ
ス
州
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
含
む
い
く
つ
か
の
州
裁
判
所
は
こ
の
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
学
説
は
事
後
的
争

点
提
起
の
禁
止
の
原
則
に
つ
い
て
賛
否
両
論
で
あ
る
。Rendlem

an, supra note 20, at 685-688. Labunski

氏
は
、
事
後
的
争
点
提
起
の

禁
止
の
原
則
が
違
憲
な
事
前
抑
制
に
関
す
る
命
令
で
あ
る
場
合
に
批
判
し
た
。Richard E. Labunski, T

he Collateral Bar R
ule and 

the First A
m

endm
ent: T

he Constitutionality of E
nforcing U

nconstitutional O
rders, 37 A

m
. U

. L. Rev. 323, 328-329 (1988).
Rendlem

an, supra note 20, at 672-676.
Blasi, supra note 64, at 33.
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裁
判
所
は
事
後
的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
を
適
用
す
る
際
に
、
強
力
な
裁
判
権
力
を
濫
用
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
更
に
、
差
止
命
令
を

直
接
に
下
し
な
が
ら
当
事
者
の
行
動
を
遅
ら
せ
る
（delay

）
こ
と
を
強
制
す
る
だ
け
で
、
ス
ト
や
デ
モ
の
効
果
を
減
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

See John R. B. Palm
er, Collateral Bar and Contem

pt: Challenging a Court O
rder after D

isobeying It, 88 Cornell L. Rev. 
215, 241-242 (2002).

Redish, supra note 8, at 93-96.
Redish

教
授
は
、
差
止
命
令
が
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
適
切
な
司
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
経
た
場
合
に
は
、
事
後

的
争
点
提
起
の
禁
止
の
原
則
に
対
す
る
批
判
を
再
び
提
起
す
る
の
に
は
、
表
現
の
自
由
に
関
す
る
憲
法
上
の
理
由
が
存
在
し
な
い
と
い
う
。

Id. at 97.
Id. at 99.
Em

erson

教
授
は
、
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
修
正
第
一
条
に
対
す
る
解
釈
に
関
し
て
は
、
実
行
可
能
な
法
的
教
義
を
定
式
化
す
る
た

め
に
、
比
較
衡
量
や
「
表
現
の
自
由
」・「
制
限
す
る
」・「
法
」
を
定
式
化
す
る
こ
と
な
ど
に
関
す
る
効
果
的
司
法
運
営
（
と
り
わ
け
最
高
裁
判

所
の
機
能
に
関
す
る
効
果
的
司
法
運
営
）
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
Ｔ
・
Ｉ
・
エ
マ
ー
ス
ン
（T

hom
as I. Em

erson

）
著
（
小
林
直

樹
・
横
田
耕
一
訳
）『
表
現
の
自
由
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
一
〇
二
─
一
〇
四
頁
。
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